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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公開番号】特開2007-328060(P2007-328060A)
【公開日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-049
【出願番号】特願2006-157873(P2006-157873)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/039    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 212/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/58     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ   7/039   ５０１　
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５０２Ｒ
   Ｃ０８Ｆ 212/14    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/38    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/58    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月5日(2009.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　また、上記界面活性剤の配合量は、感放射線性樹脂組成物における酸発生基含有樹脂１
００質量部に対して、２質量部以下であることが好ましい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　〔増感剤〕
　上記増感剤の好ましい例としては、例えば、カルバゾール類、ベンゾフェノン類、ロー
ズベンガル類、アントラセン類等が挙げられる。尚、これらの増感剤は、単独で又は２種
以上を混合して使用することができる。
　また、上記増感剤の配合量は、感放射線性樹脂組成物における酸発生基含有樹脂１００
質量部に対して、５０質量部以下であることが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
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